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『東北大学百年史』の題字について

百年史編集委員長 百 年史編纂室長

今泉 隆 雄

百年史を手に取った時、「東北大学百年史Jと いう題字に、なんとはなしに古雅な雰囲気を感じられ

なかったであろうか。それもそのはず、この題字は今から900年ほど前の平安時代末期に書かれた書

なのである。本誌の余白を借りて、この題字作成の顛末を記録しておくことにする。

書物にとって、記された内容が最も大事であるのはいうまでもないが、それとともに、装憤、組版、

本文の紙などの外形的なものも大切である。これら両者が相まってこそ、よい書物が出来上がるもの

である。これらの外形的なことついては、制作を担当する笹氣出版印刷から提出されたいくつかの案

を検討して決定したが、最後に、題字をどうするかが問題となった。百年史は本学の百周年を記念す

る事業であるから、その題字は何か意味のあるもので飾りたいと考え、本学が所蔵する名跡から選ぶ

ことに思い至った。本学附属図書館には、 2点 の国宝が所蔵されている。『類乗園史』巻第二十五と

「史記』孝文本紀第十である。さっそくこの両巻のマイクロフイルムを見たところ、F類栗囲史』の書

跡が優れていたので、同書から集字して題字を作成することにした。集字とは、名跡などから必要な

文字を集めて題字を作るやり方である。

国宝 『類葬国則

『類栗園史』は、平安時代前期、892年に右大臣菅原道真 (845～903年)が六国

史を再編集して作った歴史書である。六国史は古代国家が編纂した 『日本書紀』か

ら r日本三代実録』までの六部の正史で、漢文の編年体の歴史書であり、その中に

は種々の内容の記事が日付順に記録されているために、ある事項に関して調べるの

に1ま不便である。F類栗固史』は、この六国史の記事の検索を便利にするために、

各記事を内容によって分類して再編集したものである。中国では、古典の中から必

要な文を集め内容別に分類 編 集した類書というものが作られていたが、「類舜□

史』はこの類書にならったものである。

F類栞回史』は、もともと本史二百巻、目録二巻、帝王系図三巻があったが、現

在はそのうち六に 巻が残っているに過ぎない。附属図書館所蔵の 『類舜園史Jは

このうちの巻第二十五の一巻で、内容は帝王部第五の太上天皇、追号天皇の部分で

ある。いうまでもなく古い時代の書物は、手書きの写本として伝えられ、書写の年

代が古いほど価値が高いが、本学の F類栗国史』は、書風からみて平安時代木期を

降らない時期に書写されたもので、同書の写本の中では最古のものの一つであり、

国宝に指定されているのはこのためである。

本巻は狩野亨吉博士旧蔵本で附属図書館の狩野文厚に収められているが、巻首の
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真JL大学古阜三矯栄■ニュース

表紙に 「類薬図史巻第十五 壬 生

官務旧蔵Jと 記されていて、もと

もと壬生家に伝来した由絡正しい

ものであることが知られ、その価

値が一層高い。加賀藩前国家には、

同じく壬生家旧蔵本で、本来本巻

と一具で、書写の年代も同時期の

『類栗園史』 4巻が伝えられ、現在

は前田育徳会に所蔵され、やはり

国宝に指定されている。

壬生氏ははじめ小槻氏を称し、

平安時代中期から国家の中枢の太

政官の筆頭書記官である官務を世襲独占した家柄で、太政官の庶務を掌握し、官文書を管轄して政務

の執行のための先例の調査を職務とし、このために平安時代以来、邸内の文庫に官文書 典 籍を集積

し、明治初めまで伝世してきた。本学と前日育徳会の 「類乗囲史』はこの壬生家の文庫に伝来してき

たもので、由緒正しい伝来といったのはこういった意味である。

本巻は装憤が巻子本すなわち巻物の形で、縦が27 9cI、横が15%mの 長大なものであり、墨書で天

地の横界線と椛界線を引き、本文は全体が 1筆ではなく、おそらく3人 の手で書写されている。書跡

は奈良時代の専門的な写経生による写経のように端正ではなく、個性的かつ実務的な惜書である。「類

舜囲史』は壬生家では職務である先例の調査などに不可欠な書物であったから、おそらく壬生家の人

たちが手分けして書写したものであ/9う。

題字の作成

題字の作成に当たり、まず附属図書館のマイクロ フ ィルムから全巻の拡大焼き付けを作り、必要

な文字を検出した。「東北大学百年史Jの 7字 と、巻次の 「一Jか ら 「十Jま での10字、合わせて17

字である。大部分の文字については複数の候補が検出できたが、「学」字だけは見つけられなかったの

で、「覚」字の冠と 「字」の足を取って合字することにした。

ここまでが編察室の仕事であり、これ以下は笹氣出版印刷の仕事で、決定された種字をパソコンに

図形データとして読み込み、パソコン上で操作した。種字は微妙に大きさが異なり、また別々に書か

れた文字であるが、これらを同大にし、かついかにも一息に書かれたように配列しなければならない。

そのために各種字を同大の正方形のますに取り込み、各文字の中心を定め、この中心を基準にして文

字を配列し、さらに文字の傾き、字間のスペースなどを微調整した。最後に、墨のにじみやかすれな

どを生かし、筆文字の雰囲気を出した。

このようにして題字は作成された。各種字が同人の筆でない点が′さ配されたが、同時期の書である

から雰囲気は似ていて、あまり違和感を感じさせない。また文字の配列も自然で、平安時代末期の書

は繊細で格調高く、なかなかの出来映えと自賛しているが、いかがであろうか。

『類奏図史Jき 第二十エ

(本学附属図書餞所蔵)
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2002(平 成14)年

04月
2日  法 学研究科 旧学生部史編察委員会より「部局史一』

収録原稿受領

確部賢名誉教授(岩手医科大学)調査のため来宣

9日 旧 教養部史編察委員会より「部局史―J収録原稿

費領

10日 竹 内当名誉教授(理学部)調査のため来室

23日 玉 懸博之名誉教授(文学部)調査のため来室

●5 月
1日 寒 河工香子宣員(教務補佐員)採用

13日 旧 法文学部史編集委員会より「部月史一J収録原

稿受領

百年史編案宮スタッフ会議開催

通史専門委員会部会長会議開催

17日  r百 年史編纂宣ニュース』第9号刊行

30日 通 史専門委員会部会長会議開催

八木順―郎教授(多元物質科学研究所)調査のため来重

06月
3日 百 年史編纂室スタッフ会議開催

10日 第 10回通史専門委員会開催

19日 文 字研究科より「部局史―J収録原稿受領

24日 第 17回百年史編集委員会開催

●7月
1日

3日

19日

29日

●8月
6日

9日

19日

20日

09月
3日

10日

26日

百年史編篠室スタンフ会議開催

事務局より「営B局史一J収録原稿受額

浅尾豊信名誉教授 (理学部)調査のため来宣

玉懸博之名誉教授 (文学部)調査のため来室

百年史編察ヨスタッフ会議開催

『言ほ局史二』編纂にかかる説明会開催

吉田正志教授(法学研究科)調査のため来室

第H回 過史専門委員会開催

百年史編纂宣スタッフ会議開催

新部会委員との懇談会開催

竹内当名誉教授(理学部)調査のため来ヨ

通史専門委員会部会長会議開催

0 1 1 月
5日 百 年史編纂室スタソフ会議開催

7日 経 済学研究科より「部局史一』収録原稿受僚

19日 第 2回通史事関委員会第一部会開催

20日  第 3回資】+ワーキンケテループ開催

22日 第 2回遇史専門委員会第二部会開催

23日 第 29回百年史親卓委員会幹事会開催

0 1 2 目
2日 本 尾経男氏(東北大学同窓生)調査のため来空

5日 百 年史編察ヨスタッフ会議開催

13日 第 2回通史専門委員会第二部会開催

16日  第 4回資オ+ワーキンググループ開催

2003(平成15)年

0 1 月
14日 常 5回資料ワーキンググループ開lE

16日  百 年史編療雲スタッフ会議開催

20日  東 北大学研究教育振果財団 東北大学出版会 事

務局との百年史干J行に関する話し合い

27日  第 6回資料ワーキンググループ開催

23日  中 塚勝大記念事業準備委員長に今貞室長 中川

高橋両専門員がiJ行計画について説明

02月
5日 嶋 章名誉教授(流体科学研究所)調査のため来室

17日 第 30回百年史編集委員会幹事会開催

20日 百 年史編察室スタッフ会議開催

03月
5日 第 18回百年史編集委員会開催

嶋章名誉教授 (流体科学研究所)調査のため来室

13日 総 務=8経 理部 東北大学研究振果財団 東北大

学出版会との百年史刊行に関する話し合い

歯学tT究科より『部局史二J収録原稿受領

14日 百 年史編錬費スタッフ会議開催

31日 歯 学部ll属病院より「部局史二J収録原稿受領

●4月
18日 渡 部治雄名誉教授 (大学教育研究センター)調査

のため来宣

21日  第 31回百年史編集委員会幹事会 部会長会議開催

23日  第 19回百年史編集委員会開催

25日  医 学系研究科より「部局史二』収録原稿受領

05月
1日 浅 尾豊信 (理学部)、江幡武 (理学部)両名誉教授

人間田宣夫教授 (東北アラフ研究センター)調査の

ため来室

海老岸玉道教授 (情報科学研究科)調査のため来

宝

V

● 10月
3日 教 育学研究科より『部局史―J収録原稿受領
10日 第 1回通史車円委員会部会合同会議開催

11日 百 年史編纂宣スタッフ会議開催

16日 第 28回百年史編集委員会幹事会開催

16～ 高 橋専門員全国大学史資料協議会(北海道大学)

1 8日  にすカロ

2528日  井 原聴教授 (国際文化研究科)調査のため来宣

30日 嶋 章名誉教授(流体科学研究所)調査のため来宣



26日

3 1 日

06月

9日

●7月

2日

29日

● 8月

4 25日

5日

7日

1 8 日

2 1 日

百年史編纂gス タッフ会議開催

『東北大学百年史四 部 局史一Jが刊行

理学研究科より「部局史二J収録原稿受領

百年史編索宣スタッフ会議開催

第3回通費専門委員会第二部会開催

河相一成 (農学部)服 部文男(経済学部)の高名

誉教授及び安孫子麟元教授(経済学部)村 松勝三

郎氏がイールズ事件に関する話し合いのため来室

百年史編纂宣スタッフ会議開催

第7回資料ワーキングカレーブ会議開催

第3回通史専門委員会第一部会開催

中塚麟人言3念事業準備委員長と東北大学出版会

に今泉委員長 中‖ 高 橋両専門員が刊行計画に

ついて報告

百年史編集宣スタッフ会議開催

ほ章名誉教授(流体科学研究所)調査のため来宣

水間豊名誉教授(農学部)調査のため来虫

百年史編無室スタッフ会議

水間豊名誉教授(農学=8)調査のため来室

百年史編察室スタッフ会議開催

第8回資料ワーキンググルーブ会議開催

第20回百年史編集委員会開催

水間豊名誉教授 (農学部)調査のため来宣

小林英男教授(金属材料研究所)調査のため来宣

09月

9日

24日

2 5 日

010月

8日

1 7 日

0 1 1 月

1 0 日

1 2 日

1 9 日

012月

1 1 日

1 6 日

2004(平成16)年

0 3 月
5日 第 32回百年史編集委員会幹事会開催

8日 常 21回百年史編真委員会開催

26日 栗 学研究科より『部局史三』収録原稿受僚

31日 流 体科学研究所より「部局史四J収鋭原稿受領

『東北大学百年史八 資 44-Jが刊行

●4月

1日 沼 倉思志宣員(事務捕佐員)採用

2日 工 学fJI究科より『部局史三J収録原稿受領

生命科―F研 究科より「部局史三J収録原稿受領

真】L大学百年史編栞室■ュース
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3 0日

05月

1 0日

2 5日

●6月

3日

2 1日

2 4日

3 0日

●7月

2 , 日

●8月

1 8日

2 0日

●9月
3日

23日

29日

30日

010月
1 日

7日

19日

23日

久保内将強宣員(事務補佐員)辞職

百年史編錬ヨスタッフ会議開催

農学研究T4より「部月史三J収録原稿貿領

百年史編纂ヨ助手増員要望提出

助手増員について中塚勝入n3念事業準備委員長と

今京室長 中川 高橋両専門員が話し合い

百年史編察ヨスタッフ会議開催

九州工業大学図音館事務長ほか2名調査のため来室

第4回通史専門委員会第一部会開催

百年史編察宣スタッフ会議開催

情報科学研究科より『部局史三J収銀原稿受領

小林典男教授 (金属材料研究所)調査のため来宣

井原聰教授(国際文イし研究科)調査のため来雲

山田勝芳教授(東北アジア研究センター)調査のた

め来宣

「部局史四J編纂にかかる説明会開催

大醸修教授(文学研究科)調査のため来室

大藤修教授(支学研究科)調査のため来室

沼倉忠志ヨ員(事務補佐員)辞職

‖ド久男宮員(事務補佐員)採用

百年史編察宣スタッフ会議開催

山田勝芳教授 (東北アジア研究センター)調査のた

め来宣

小林典男教授(金属材料研究所)調査のため来室

山口勝芳教授 (東北フジア研究センター)調査のた

め来宣

0 1 1 月
8日 干 Ⅲ行計画について中塚勝大記念事業準備委員長と

今京室長 中川 高橋両専門員が話し合い

11日 小 林奥男教授(金属材料研究所)調査のため来宣

24日 旧 仙台工事事務所資料室の利用要望宗を提出

0 1 2 目

7日 百 年史編纂ヨスタンフ会議開催
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通史専問委員会部会委員名簿

(平成 17年 3月現在)

,第 1部 会 ●6名)

郡 会 長 大 藤  修 (専門委員 文 学研究科)

柳原 敏 昭

百  々幸 雄

太回 照 和

非原  聴

小林 英 男

入間田宣夫

吉原 直 樹

提山 雅 史

加醸 中 通

大桃 敏 行

福ユ  客

工顧 昭 彦

井上  習

斎藤 支 真

山田 勝 芳

(専門委員 文 学研究科)

(専門委員 医 学研究科)

(専門委員 工 学研究科)

(専門委員 国 際支化研究科)

(専門委員 査 嘱材料研究所)

(専門委員 東 北アジア研究センター)

(部会委員 支 学研究科)

(部会委員 教 育学研究科)

(部会委員 教 育学研究科)

(部会委員 教 育学研究科)

(部会委員 医 学系研究科)

(部会委員 農 学研究科)

(部会委員 流 体科学研究所)

(部会委員 多 元物質干中学IFIttP7T)

(部会委員 東 北アジア研究センター)

V

'第 2部 会 (16名)

部 室 長 平 川  新 (専門委員 東 Jヒアジア研究センター)

佐藤 弘 夫

安田 延 吾

佐藤 勝 則

小野 善 彦

宮腰 英 一

空井  護

長谷部 弘

吉国 武 義

赳後 成 志

女斎 寝 ―

佐藤  透

を々木公明

高橋 秀 羊

関内  隆

小原 春 雄

(専門委員 文 字研究科)

(草門委員 理 学研究科)

(部会委員 文 学研究科)

(部会委員 文 学研究科)

(部会委員 教 育学研究科)

(部会委員 法 学研究科)

(部会委員 経 済学研究科)

(部会委員 理 学研究科)

(部会委員 歯 学研究科)

(部会委員 票 学研究科)

(部会委員 国 際文化研究科)

(部会委員 情 報科学研究科)

(部会委員 生 命科学研究科)

(部会委員 大 学教育研究センター)

(部会委員 医 療技征短期大学部)

卜第3部 会 (19名)

V

部 会 長 水 原 克 盛 (専門委員 教 育学研究科)

吉田 正 志 (専P5委員 法 学研究科)

中島 康 治 (専門委員 電 気潮言研究所)

rtq本  崇 (部会委員 文 学研究科)

川合  安 (部会委員 文 bFm究 科)

高橋 章 則 (部会委員 文 学研究科)

秋永 雄 ― (部会委員 教 育学研完科)

小川 佳 万 (部会委員 教 育学研究科)

橋本 鉱 市 (部会委員 教 育学研究科)

大内  手 (部会委員 法 学研究科)

川名  洋 (部会委員 経 済学研究科)

飯淵 康 ― (部会委員 工 学研究科)

永井 康 雄 (閣会委員 工 学研究科)

大島  徹 (部会委員 国 際文化研究科)

小原 豊 志 (部会委員 国 際文化研究科)

海老沢蚕道 (部会委員 情 報科学研究科)

清川  肇 (部会委員 情 報科学研究科)

口村 車 理 (部会委員 加 齢医学研究所)

佐醸努紀子 (部会委員 留 学生センター)

※第 1部会は r通史―』、第 2部会は 『通史二』、第 3部会は 『通史三Jを 担当。
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0 平 成 1 4 年

4月 2E 関 西学院学院史編集宮よう「関西学院史氾要J第 8号

3日 的 議野実術大学より「武蔵野芸術大学史史料架J第 3集

5日 北 海道大学125年史絹集宮より 「北海道大学125年史

編集宮だよりJ第 5号

10g 滝 谷大学より 「悩谷大学史報J Ve1 1

12日 神 却 大学より 「利却 ‖大学史資料集J第 18集

15日 立 命鯖巨年史編僚委員会より「立命館百年史紀要J tt10号

19日 明 治大学より 「創立囲 周年と明治大学史展J

5月 28 壊 略義埜福澤研究センターより「近代日本研究J第 18を

「富田正文的歳書籍目録」

8回 神 戸大学より 「神戸大学百年史J写 真隼

16『 桃 」1学院年史委員合より rlll山学院年史紀要J第 21号

20, 神 戸大学より 「神戸大学=年 史J通 史I

6月 5日 九 州大学大学史料室より「九州大学大学封常議書J第9輯

「九州大学大学史村様書J第 10鍋 r試行授業「大学とは

なにかJの記録J「KYttU UN阻 脚 ARCH― J

21日 立 敦大学より 印 限記念録J復 刻領

中央大学百年史編集委員会専円委員会より「中央大学

史資料集J tt 19集

26日 創 価ネ舎靖J価教印研究センターよりr泊噸教育研究J倉J刊号

7月 9日 宮 城学院資料宮より 「官披学院資料宮年報J第 8号

全国大学党資料協議会よりf大学アーカイヴスの設立と迂営J

9月 17日 中 央大学百年史親集委員会専円委員会より「中央大学

史氾要J第 12号

11月 1日 駒 沢大学より 駒 沢大学百二十年J

27日 全 沢大学有り立m周 年記念事美後接会より ,全沢大学五

十年史J通 史編

12月11日 同 意社大学大文科学研究所より 「同忘社山旺J

16日 越 谷大学より 「褐谷大学史報』Vd 2

京都大学大学文書館より「大学文書館研究紀要』第1号

● 平成 15年

2月 5日 明 治大学大学史村委員会より 「大学史紀要J第 7号

3月 14日 同 意社社史資料宮より 「新島研究J第 ●4号 「同志社

設詫J第 郷号

27日 関 西学院学院史編集宮より 「関西学院史短要J第 9号

れ谷大学より 「杷谷大学史報J Vd 3

3 1 ロ

4 月3 E

9 8

10回

17El

22日

5 月2 日

立命常百年史編察委員会より「立命抱百年史紀要J第 11号

駒沢大学より 「駒沢大学百二十年史J

的歳野美術大学より 「武蔵野美術大学年報19的 21X lJ

壌暗義塾福輝研究センターより「近代日本研究Jtt p者

神却 “大学より 「和知 ‖大学史資料集J第 19案

関西大学年史編紫委員会より 「関西大学年史紀郵 第14号

明治大学より 師 明治大学と学生J第 2集

立教大学立教学院史資料センターより 「立数学院EP研

究J有日刊号

6日 倉J価大学有J価教育研究センターよりrね」価教育研究J第2号

9日 批 山学院年史委員会より 「桃山学院年史紀要J第 22号

14日 広 島大学文書館設立準備室より 「広島大学史紀要J第 5号

26E 全 国大学史資料協議会より「大学アーカイヴスJ第

2728合 併号

29, 北 海道大学125年史編集宮より 「北海道大学125年史

編集室だよりJ第 6号

6月 98 名 古屋大学大学史資料宮より 「名tE大 学史紀要J第 11

号 「草創期の名古屋大学と初代総長減沢元治J「名大察J

「保存資料目録J第 3集

宮城学院資料室より 「宮城学院資料宮年報J第 9号

26回 (財)野 間教育研究所より紀要第45集 『大学EIJ編察と

大学アーカイヴスJ(中 野実 者)

7月丞日 福岡大学大学史資料宮よう「福岡大学大学史資料集J第 1集

3月 11日 大 阪市立大学より 「向陵記J

9月2・2日 成 隆大学100年史編集委員会より,成探大学1∞年史J

」F報1

駒沢大学押却 ヒ歴史博物館より 「禅の世界J 同 大学史

資料宮より 「大学建設事務所日話にみる駒沢移HAl

29日 大 谷大学真宗総合研究所より 「東京総合研究所研究紀

要J21 r大 谷大学真宗総合研勾所研究所報J No 42

10月15日 全 国大学史資料協議会より「大学アーカイヴスJ第勢号

11月25日 中 央大学百年史編集委員会専門委員会より「中央大学I

年史J通史編下善

12月15日 全 国大学史資料協議会より 「西日本部会会報J Ne 15

0平 成16年

1月19日 全国大学史資料協議会より研究歳書第4号 ,大学史村

2 月5 日

9日

1 0日

1 7日

25日

3 月1 ロ

8 ロ

3 1 日

をめぐるRltと 課題J

米国形氏より 「思い出の回就寮J「 日批寮のFIE憶J

メ防 道大学より「】1六百二十二年史J通説編 論文 資料編

広島大学より 砿 島大学二十年史J資 料編上 下

明治大学よりけ幸史研究J第 4-0号 (パックテンバー)

秋田経済IFI大学より『学校法大駐日経済済科快学五十年調

団撃院大寧より 酸 史J Vel 15

日本大学より ,日本大学百年史J第 4巻

同志社大学同忘社社史資料竺より 「新島研究J第 95号

関西学院学院史編策宮より 「N西 学院史紀要J tt 10号

関西学院史紀要資料緊I確 尽IIqJ

4月 2日 大 谷大学真京総合研究所より '大谷大学百年史J資 料

編別冊 戦 時体験集

5口 京 都大学大学文書館より 「京都大学大学文書館研究紀

要J第 2号

12回 全 国大学史資Ft協議会より「大半アーカイヴスJ第 側号

5月21 El 広島大学文書館設立準備宝より「広島大学史短要J第 6号

6月 9日 創 価大学創価教育研究センターより「制価教育研究J第3号

9月 10日 成 深学国史村館より 「成隊学回史A18年 報J抑 備年度

19月5日 新 潟大学より 「新海大学五十年史J絡 編 部 局編

20日 拓 宿大学創立百年史網寒室よりr拓殖大学百年鰤折究J15号

11月8日 明 治大学史資料センターより 「明治大学史資料センタ

ー案内J

12月13日 宮 城学院資料宮より 『官城学院資料宮年報J第 10号



●お 知 らせ●

平成 15年 5月 には、文科ネ学部、事務局 Fl属 図書館などをlFK録した F部席史一Jが

翌 16年 3月 には東北大学の沿革に関する基本資料をJ【録した 『資tl一Jが 刊行されました

(写真参照)。また 平 成 17年 3月 には理学研究科、医学ネ"F究科 医 学部rll属病院 商 学

研究科 lll学部附属病院を収録した F部局史■』が刊行予定です。

これらは各国立大学Fll属図書館や各県立凹ど館などで閲覧可能です。なお 側 人での購入

を希望される方は東北大学出版会 (02221 4 2 7 7 7 )までお問い合わせ下さい。

『部局史―』本文

V

百年史編察室ニュースに関するご意見 ご 感想等がございましたら 編 泰室までお申せ下さい。

また 東 北大学に関する歴史的資料についての情報をご提供くださいますようお願いいたします。
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